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　11月７日～８日にかけ、宮城県美里町及び
岩手県矢巾町を視察した。
　宮城県美里町と金山町を含む最上８市町村は
「原子力災害時における広域避難に関する覚
書」を締結しており、女川原子力発電所が被災
した場合に、美里町からの避難者最大３万５千
人を受け入れることにしている。
　幸い、現在まで女川原子力発電所において、
災害は発生していないが、事故を防止するため
の対策及び避難の流れについて研修した。
　東北電力　伊藤英一地域総合事務所長から、
東日本大震災以降の防災対策について説明があ
り、相澤清一美里町長からは、「今回の視察研修
を機に、両町の交流をさらに深めていきたい｡」
との言葉をいただいた。

　岩手県矢巾町では平成27年度から通年議会
制度を、平成29年度からタブレット端末を全
議員に貸与し、「ペーパーレス会議システム」を
導入した。
　通年議会制度を導入したことにより、災害箇
所の視察や緊急な予算の審議ができ、柔軟な予
算対応ができることにより、議会活動が活発化
されている。
　また、資料をデータ化することにより、ペー
パーレス化が図られるとともに、迅速な情報共
有が可能となり、本会議のみならず、常任委員
会や議員全員協議会でも活用されている。
　矢巾町議会　廣田清実議長からは、「タブレ
ット端末を導入し、ペーパーレスを行うだけで
は、ＤＸとは言えない。オンライン会議など
様々な活用を行ってはじめてＤＸ化が進んでい
く｡」とのことであった。
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。
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あ
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令
和
５
年
12
月
25
日
に
任
期
満
了
と
な
る
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
の
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が
行
わ
れ
、
議
長
の
指
名
推
薦
に
よ
り
次
の

方
々
が
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
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理
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催
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、
高
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が
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憲
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和
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選
挙
管
理
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任
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れ
た
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、
平
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15
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月
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ら
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年
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月
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、
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に
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新
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に
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任
さ
れ
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員
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に
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、
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選
挙
管
理
委
員

丹
　
　 

憲
明 

氏
（
稲
沢
）

高
橋
　 

良
孝 

氏
（
羽
場
）

近
岡
　 

直
美 

氏
（
谷
口
）

今
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美
奈
子 

氏
（
安
沢
）

　  

補
充
員

星
川 

賢
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氏
（
楢
台
）

石
井 

和
代 

氏
（
朴
山
）

小
野 

和
美 

氏
（
山
崎
）

三
浦 

祐
真 

氏
（
板
橋
） 冬場のハウス栽培の様子
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